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西表島実験授業報告 II
―未来先導基金公募プログラム

野外に飛び出せ　フィールドワーク「慶應義塾　夏の学校」の取り組みとして―

秋山豊子・宮本康司・池田威秀・四宮　愛・片田真一

A report of Second Trial of Fieldwork class at Iriomote Island
―As a fi eld work program for Keio Gijyuku in Summer―

Toyoko AKIYAMA, Kouji MIYAMOTO, Takehide IKEDA, Ai SHINOMIYA and Shin’ichi KATADA

　昨年の報告に引き続いて，今年度は慶應義塾内の未来先導基金の公募プログラムとして野外
実習を行ったので報告する。著者らは，自然の中でみられる動植物の発生過程の観察や，地形
風土とその生き物との関連や生態・行動などを観察することは理系・文系に関わらず，「自然」
と「生き物を取り巻く環境」を実体験することに繋がり，全ての社会人に必要なことであろう
と考えてきた。また，最近特に重要な問題となってきた環境問題への意識を高めるためにも，
自分自身で体験することは，効果的なことである。本論はそのプログラムのうち，西表島への
野外実習について報告する。西表島は，本州近隣にはない亜熱帯気候・風土・地形を持つ環境
の中で，あまり経験がない学生達でも無理なく，多様な生物と自然を観察し学ぶことが可能で
ある。昨年 8月の実験授業を元に各学部に広く知らせて学生を募集し，昨年同様琉球大学の実
験施設を利用して実習を行った。好条件が重なり，昨年に加えて夜間観察，カヌーによる観察，
ゴミ問題，採集品を「食べる」などの多くのテーマを含む内容となった。本論はその報告と来
年度以降の課題について考察する。

はじめに

　本野外実習の目的は，本州にはない亜熱帯気候の自然と豊かな動植物（1～13）を直に観察して，
生物多様性を実感し，それを通して生物を含む「環境問題」に気づき理解してもらうことであ
った。昨年の報告にもあるように，西表島は，温帯地方の特徴に亜熱帯の気候と自然が加わり，
ほぼ全体がジャングルのような山地であり（3，7，8，10），山地の中に滝や40本ほどの川があり，
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河口にはマングローブ林が広がり（1，4，10，12，13），砂浜・磯・サンゴ礁と多様な海岸線を持つ。
また，西表島特有の動植物が多く生息する（10，11）。本州沿岸にはない気候と風土の中で「自
然」や「生き物とそれを取り巻く自然」を実体験することについて，西表島は非常に適した環
境である。また，昨年までの調査や実験的試みから，全ての観察ポイントでそれほど特殊な装
備や経験や技術なく観察が可能である。琉球大学の宿泊所や施設・講師などの利用と支援が受
けられることもこの実習を可能にした大きな条件である。昨年度に問題点の発掘とその対応策
を検討したため，それを元に本年度はかなりスムーズに実習が進行した。本年度は新たな追加
部分について特に報告する。

1 ．主な事前準備

　以下は，実際の準備段階の記録である。
①　実験所への連絡　2007年末，宿泊可能な日程を考慮し，西表実験所に仮予約した。実習

期間は 7月29日から 8月 2日まで 4泊 5日。引率者は実習場所の下見と準備のため前日
出発とした。人員は学生15名と教員 5名，学生 3― 4名の 4班構成を予定した。

②　資金の確保：未来先導基金公募プログラムへの応募
③　担当者間の打ち合わせ（実施時期の確定・学生募集の日程など）
④　基金の公募プログラムに採択されたため実質的な活動を開始。 5月中旬　日吉，薬学部，

理学部など主に 1― 2年生に参加者募集の広報を行った。
⑤　春学期に「自然科学特論 I―生物多様性及び亜熱帯圏の生物と環境―」開講
⑥　琉球大熱帯生物圏研究センター西表実験所所長，馬場繁幸先生の「マングローブ林と環

境問題」についての講演（資料 1）。
⑦　参加者募集と参加者決定。応募学生21名のうち参加者13名確定。
⑧　学生へ航空券を手配するように連絡。
⑨　学生と引率教員との第一回目の打ち合わせを 6月27日に行うことにし，参加者に連絡し

た。緊急連絡先（自分の携帯電話と保護者の住所・氏名・連絡先など）の情報を収集し
た。

⑩　 6月27日　第一回目の打ち合わせ。西表島と実習の概要説明（資料 2）。「実習の手引
き」（資料 3）の配布と説明。「西表島フィールド図鑑」（ 6）の貸与。

⑪　 7月18日　第二回目の打ち合わせ。再度，西表島の概説・資料配布と実習の注意点，特
に危険な生物について説明（資料 4）。シュノーケルの使用説明。学生から興味あるテ
ーマを挙げてもらう。西表に関するクイズ20問と見たい生物の調査票（資料 5）を渡し，
西表島に到着後提出することにする。学生は全員の13名出席。希望者にデジタルカメラ
の貸与。書類作成。担当者との質疑応答と打ち合わせ。

⑫　台風が接近していたため，出発日まで交通事情による不通・欠航などがあった際の注意
を数回，メールで連絡した。
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2 ．自然科学特論 I との連携

　西表島でも，昨今問題視されている温暖化により，サンゴの白化や動植物相の変化も徐々に
見られており，ゴミ問題なども深刻となりつつある。生物多様性を理解しながら環境問題につ
いて学ぶには格好の場所である。事前に知識を得，より理解を深めるために西表実験所所長の
馬場繁幸教授に招聘講師として来塾，「マングローブ林と環境問題」（資料 1）と題して講演し
ていただいた。その他，講義では生物多様性の意義，亜熱帯地方の生物相，サンゴ礁の生物達，
マングローブ林と昆虫達，種々の環境問題などのテーマでこの野外実習に参加する学生への理
解を深めた。また，実習に参加しない学生についてもこれらのテーマで充実した環境問題への
理解を得るように配慮した。この授業の履修者から 5名ほどが実習に参加した。

3 ．実習記録

7 月28日　引率者出発　（移動日）
　台風の余波で那覇からの予定便が欠航となったが，最終便に乗ることができ，石垣島泊ま
りとなった。

7月29日　引率者は午前のフェリーで西表島に到着し，レンタカーの手配と実習所での打ち合
わせ，実習場所の下見を行った。
17―18時頃；学生が実習所に到着。
20時―22時；夕食後，自己紹介と西表島についての質問の解答あわせ，見たい生物10種（資
料 6）の紹介を行った。その後，実習所奥の沢沿いに車で移動して夜間観察を行った。サ
ガリバナやホタルなど夜間にみられる動植物の観察を行ない，鳴き声についても解説を受
けた。

7月30日　マングローブ林についての講義と野外実習と海岸のゴミ拾い，午後西田川へカヌー
でマングローブ林を水面から観察した。
9時―10時半　実験所にて馬場所長の講義
11時 海岸でのゴミ拾いと馬場先生の指導によるマングローブ林の観察。
12:30 昼食に実習所にいったん戻る。
14:00 カヌーを実習所から車につんで移動し，船浦湾から西田川を遡る。
16:30 陸に上がり，カヌーを積み込み，実習所で洗って収納。
20時～ 22時 夕食後，実習のまとめ，夜行性動物と星の観察を行った。

7月31日　亜熱帯林の観察とシュノーケリングの練習
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8 :00 朝食
8 :40 ミーティング　亜熱帯林との比較のために，池田氏によりアマゾンでの採集・調査
時の熱帯雨林についてパワーポイントを用いた映写による解説があった。
9 :20 車に分乗して出発　実習所職員の石垣長健氏，ガイド役として引率。途中でセマル
ハコガメを見る。

10:00 浦内川船着場　フェリーに乗船して浦内川を遡る。
10:30 軍艦岩着　徒歩でマリュウドの滝の展望台を経由する。
12:10 カンピレーの滝着　昼食（弁当）
13:20 カンピレーの滝を出発。
14:30 軍艦岩からフェリーに乗船して浦内川の船着場まで戻る。
15:00 浦内川の船着場着　車に分乗して実験所に帰る。
15:45 実習所着。すぐに着替えをしてシュノーケリングの練習に出発する。
16:10 実験所出発。
16:20 車で星砂の浜へ移動。準備運動の後，内礁の浅いところでシュノーケルの練習。
17:20 車で星砂の浜を出発。
17:50 実習所着
18:30 夕食
19:30 ～ 21:30 実習所准教授，金城正勝先生による講義　「琉球列島における地理と昆虫
について」。

8月 1日
8 :00 朝食
9 :00 星砂の浜へ出発
10:00―12:00 星砂の浜の内礁でシュノーケリングによりサンゴ礁と生物を観察
12:00―13:00 昼食（弁当）
13:00―14:30 外礁近くの潮溜まりでシュノーケリングによりサンゴ礁と生物を観察
15:00 車で星砂の浜を出発
15:30 実習所に到着
16:30 着替えをして，実習所付近の生物の採集と観察にでる。
18:00 夕食
20:30 参加者個々人による観察のまとめのプレゼンテーション。
22:30 反省会

8月 2日
午前 8時半に玄関集合　港まで送って解散。
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4 ．今回の変更点と特記事項

①　実習開催時期
　夏休み期間中で，航空券がより安い時期，潮汐から見ると大潮のとき，更に星の観察を
考えると新月のときが最も望ましい。日程は 4泊 5日でよい。

②　募集について
　募集は全学部に行い，文系学部のみならず，薬学部の学生からも参加希望が出されるな
ど，広い範囲から反応があった。未来先導基金の支援が得られたため，経済的な補助が出
る事を説明して募集を行うことができた。

③　学生と引率者の人数
　結果として薬学部の学生の参加は実現しなかった（サークルの合宿がぶつかったため）
が，21名の応募があり，うち13名に絞って実習を行った。人数的には移動やサンゴ礁での
潜水観察時の人数把握，亜熱帯林を移動しながら観察する際のグループの大きさなどを考
慮して最大15名くらい（＋引率者で20名）が適当であろうと考えられる。今回は実習期間
中，講義室を使用できたため，インターネットに接続したパソコンなどの機材を常時設置
しておき，夜間も学生が利用することが可能であった。前年度に食堂とインターネットの
接続を占有してしまうという問題があったがこれが解決された。

④　航空券の手配　
　今回は現地集合・現地解散となったため，学生の航空券の手配が不要となった。交通手
段については，打ち合わせ会とメールでの連絡により現地までの交通情報と注意を詳細に
伝えた。また，大学からの補助についても説明を行った。今後も，基本的に現地集合・現
地解散がのぞましい。

⑤　経費の軽減
　未来先導基金が得られたため，学生の現地での施設使用料などと交通費（航空運賃を含
む）の一部を補助することが出来た。学生の自己負担はかなり軽減され，ほぼ半額補助と
なった。これは前年度の学生のアンケートにあった希望額とほぼ合致するものである。学
生は，いずれもこの自己負担の軽減措置について歓迎している。

⑥　全体的な実習の追加テーマ
　打ち合わせ会の討論から，今回は昨年までのテーマに加えて，「ゴミ問題」と可能であ
れば採集したものを「食べてみること」を追加テーマとした。また昨年雷雨のため中断し
た夜間観察を行うことも希望が多かった。いずれも学生がとりわけ興味深く取り組んでい
た。
　「食」のテーマ：手の平大のシレナシジミはやはりシジミの味がしたこと，手長エビや
カニは美味であったことが皆で確認された。複数の熱帯魚も調理され食された。いずれも
ごく少数（ 1個体，シジミは 3個）ずつの採取とし，土地個有の食材であることから，そ
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の味と価値を理解し，乱獲しないよう注意すべきであることを確認した。
　「環境問題，特にゴミ問題」：
ⅰ）ゴミの清掃をする際にゴミ清掃そのものの問題があった。西表島では基本的に生ゴミ
は各戸で埋め，他のゴミは石垣島へ輸送している。このため，大量のゴミを集めると，
それは分別して，産業廃棄物として扱われ，その収集には，代金を支払わねばならない。
つまり，ゴミの清掃といってもその集めたゴミを収集してもらうためには手間とお金が
かかることになる。そのため，ゴミ清掃は 2名に一つのゴミ袋に制限し，種類はペット
ボトルのみに絞って行った。

ⅱ）ペットボトルはラベルのあるものは国別に分別された。日本のもののほか，中国・韓
国・北朝鮮・台湾，その他のアジア諸国のものがあり，中では中国語のものが多かった。
これらは海岸から流れ出たもののほか，投棄された可能性もあり，広い範囲で海の環境
維持が必要だと感じられた。

⑦　マングローブ林観察での注意：トイレと，飲用水の補充のため，今回は昼食（実習所の
食堂で用意された弁当）を実験所で取ることとなった。 2台のレンタカーを利用したため，
交通が至便となったことから，潮の時間によって，今回のようにいったん実験所に戻るこ
とも良い方法である。飲用水が補給できない場合は，出発時に水を多めに持つよう指導す
るとよい。

⑧　シュノーケリングでの注意：緊急時の対応として人工呼吸法のプリントを引率者に配布
して予備知識を得ておいた。ライフジャケットを借用しておいた。今回は潮が大きく引い
たため，外礁の近くまで行くことが可能であった。今後も潮汐表を確認して出来るだけ潮
の良いときに潜るよう日程を調整するのがよい。サンゴは潜水時に切り傷や擦り傷をしや
すいので長ズボン・長袖シャツは必須であることを更に徹底する。潜水中の説明用に，水
中で文字を書くことができるボードを用意するとよい。

⑨　山歩きでの注意，特にマリュドウ，カンピレーの滝までのコースについて：実習に出か
ける前に，引率者の 1名が訪れたアマゾンの熱帯雨林の映像を全員で見て，比較の対象と
した。木の高さが高いこと，上の方から高さによって動植物が異なっている様子などが説
明された。琉球大の職員の亜熱帯林の専門家である石垣氏にガイドをお願いした。しかし，
人数が多くなって道に縦に広がると一緒に説明を聞くことができない。情報をなるべく多
くの学生に与えるため，歩く途中の観察ポイントで説明しておくべきことを予めいくつか
絞って決めておき，全ての引率者が最小限それを説明するようにするのがよい。

⑩　夜間の観察について：第一日にサガリバナ，蛍など，夜行性の動物の観察を行った。ま
た，生物の鳴き声に注目して解説を行った。サガリバナの観察は，限られた場所で夜間の
みであるので非常に貴重であった。星の観察については，満天の星に学生は予想以上に感
激していたので，来年度は星座盤を増やし，望遠鏡による観察を加えることとした。

⑪　実験所周辺の観察について：実験所周囲の様子を説明したのち，生物の観察に出かけた。
試験農場を見学し，周辺の路上で昆虫の採集と観察を行った。
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⑫　観察記録方法：人が分散する場所では，全員に説明を行き渡らせることが難しく，説明
が聞き取れない学生がいた。実習中に観察した亜熱帯性の植物，昆虫や魚やサンゴ，藻場
などをどう記録するか。写真と手帳などの記録をどう一致させるか。夜に，撮影した写真
を用いて皆で名前などを確認するのも良い方法である。

⑬　実習関連機器：昨年度の反省から，網やつり竿，採集ビン，虫かごなどの数を増やした
ため，多くの学生が自分で採集することができた。また，採集した生物を，虫かごなどに
入れて長時間観察することができた。更に追加するものとしては生物資料，特にサンゴ礁
の魚，亜熱帯地域の植物などについての資料，ハンディな望遠鏡，星座盤，採集ビン，水
中で書くことができるボードなどが挙げられる。

5 ．学生によるアンケートの結果から（資料 7， 8， 9）

　実習後の学生のアンケートやレポートをみると，内容的には充分満足し貴重な体験だったと
感じているようであった。事前の打ち合わせ会で必要な情報と資料を渡しておいたが，予想と
違ったと感じた学生もあった。経費については，大学の補助があったことが大きく，負担が予
想より軽減したと感じていた。天候が良く，全てのテーマをこなすことが可能であったため，
ほとんどの学生が興味をもつテーマについて充実した観察ができたと感じていた。一方，盛り
だくさんのプログラムで時間的に余裕がないと感じた学生もいた。予想以上に満天の星に感動
しており，これまでの野外体験が乏しいことも明らかとなった。実習終了後のレポート提出に
対しては，多くが肯定的であり，体験をしっかりまとめておきたいという積極的な態度が見ら
れた。全体として，いずれの学生も貴重な体験であったとしてこのプログラムの継続を望んで
いることは，企画者としてうれしい結果である。安全の配慮に対しては充分と答えており，潜
水時などに危険を感じた学生はいなかった。しかしながら危険な生き物（ハブ，ハチ，ハブク
ラゲなど）は多く，実際に観察もされたため，更に安全に配慮していきたい。

おわりに

　今回は，往路に台風の影響が残っていたものの期間中は好天に恵まれたことと，大学から経
費援助が得られたことが，大きな成功要因である。実習後の学生のアンケートとレポートは，
盛りだくさんの内容を存分に吸収し，充実していたことをよく示している。西表島では豊かな
自然と生き物達に触れることが比較的容易であるが，見る眼がなければ気づかず，観察するこ
とも出来ない。多くの専門的な指導と安全への配慮によって，それらを身近に観察することが
可能である。今回は学生との打ち合わせにより「食べてみる」ことと「ごみ問題」もテーマに
加えた。実際に自分の目で見て触れることから，「自然と生き物が共存する環境」というもの
を実体験したといえる。参加学生は自然環境への知識や理解を深め，多くの教訓を得たであろ
うことは疑いがない。これをひとつの機会として，グローバルな環境問題への視点を持つよう
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成長してほしい。また，本年の成果を基に，来年以降も継続してこのような野外実習の機会を
持つことが出来るよう，このプログラムの開講に努めたい。
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図 1．マングローブ林の生物の観察とゴミ拾い
a．宿泊棟と移動用の10人乗りワゴン車　b．馬場実験所所長の講義　c．船浦湾から浜に入る。大潮
の干潮時なのでかなり湾の中まで引いている。この海岸でゴミ拾いを行った。d．マングローブ林の
1種オヒルギが林立する間を流れる川を歩く。オヒルギの根に埋め尽くされていて圧倒される。　e．
マングローブを構成する木の根の構造を観察する。　f．マングローブ林の中で。　g．水位が高いマン
グローブ林をカヌーから観察する　h．海岸で拾ってきたペットボトルを国別に分別する。　i．夕食後，
班に分かれて担当者から追加解説を受けながら，その日に観察した部分をまとめる。
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図 2．亜熱帯林の生物の観察
a．浦内川を遡り軍艦岩まで乗船　b．車で移動の途中でセマルハコガメを発見。 c．軍艦岩から出発す
る前にこの一帯の亜熱帯林の説明を受ける。　d．亜熱帯林特有の寄生植物オオタニワタリ　e．代表
的な亜熱帯植物の 1種ヒカゲヘゴ　f．板根が特徴的なサキシマスオウの木の前で。　g．実験所の周辺
で生物の採集と観察　h．実習所で実習の報告とまとめ。
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図 3．サンゴ礁の生物の観察
a．一面星砂におおわれた星砂の浜　b．まず，浅いところでシュノーケリングの練習　c．潮溜まり
でシュノーケリングして観察　d．外礁に近い部分のさまざまなサンゴ。一部白化が見られる。　e．
イソギンチャクとクマノミ　f．サンゴ礁とルリスズメダイ　g．発表を終えて全員集合



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

42

No. 45（2009）

添付資料

資
料
1
．
公
開
講
義
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
環
境
問
題
」



43

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）

資
料
2
．
西
表
島
打
ち
合
わ
せ
会
で
の
説
明
フ
ァ
イ
ル



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

44

No. 45（2009）

資
料
3
．
西
表
島
野
外
実
習
の
手
引
き



45

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

46

No. 45（2009）

資
料
4
．
西
表
島
の
危
険
な
生
き
も
の

資
料
5
．
西
表
島
に
関
す
る
20
の
ク
イ
ズ



47

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）

資
料
6
．
西
表
島
で
見
た
い
も
の
10
種

資
料
7
．
実
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
質
問



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

48

No. 45（2009）

資
料
8
．
実
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計



49

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）

資
料
9
．
実
習
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
記
載
分



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

50

No. 45（2009）



51

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

52

No. 45（2009）



53

慶應義塾夏の学校　西表島実習 （秋山・宮本・池田・四宮・片田）




